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石綿による健康被害の救済制度に関する周知等の取組 

   （中皮腫死亡者の把握に係る調査の実施）について 

 

 

 今般、別添のとおり「中皮腫死亡者の把握に係る調査実施要領」を策定した

ので、本要領に基づき、中皮腫死亡者の把握に係る調査を的確に実施されたい。 

 なお、本件については、法務省と協議済みであるので念のため申し添える。 

 



（別添）

中皮腫死亡者の把握に係る調査実施要領

１ 趣旨・目的

（１）中皮腫死亡者の把握及び個別の周知

「石綿による健康被害の救済に関する法律」（以下、「石綿救済法」という。）に

ついては、石綿による健康被害を受けた者及びその遺族に対し、石綿による健康被

害の迅速な救済を図ることを目的として平成１８年２月に制定されたが、特に中皮

腫は、そのほとんどが石綿を原因とするものとされているところ、その認定状況や

死亡者数に鑑みると、十分な救済のための周知が課題となっているところである。

このため、平成２３年度に石綿救済法に基づく死亡労働者等に対する救済の徹底

を図ることを目的として、岩手・宮城・福島を除く各都道府県において法務局、地

方法務局等に保管されている「死亡届」を活用し、中皮腫死亡者及びその遺族に関

する情報を調査し、中皮腫による死亡者６，５３１人を把握した。そのうち、これ

まで労災保険給付、石綿救済法による特別遺族給付金又は救済給付を申請していな

い３，６１３人のご遺族に対し、制度の周知を実施した。

（２）岩手・宮城・福島労働局における調査

平成２３年度は、岩手・宮城・福島局では東日本大震災の影響のため、調査を差

し控えていたところであるが、可能な限り速やかに石綿救済法による救済制度を周

知する必要があるため岩手・宮城・福島局においても調査及び周知を行うものであ

る。本取組を行うに当たって、中皮腫死亡者を的確に把握するための具体的な調査

手法や留意事項等を示すこととする。

２ 死亡届の概要

（１）死亡届について

死亡届は、戸籍法第８６条及び第８７条に基づき、同条に定める届出義務者が、

死亡の事実を知った日から７日以内に死亡者の本籍地（死亡地や届出人現住所を管

轄する市町村に届け出ることもある）を管轄する市町村へ提出しなければならない

とされている。また、市町村に届けられた死亡届は、戸籍法施行規則第４８条に基

づき１ヶ月ごとに、管轄の法務局等に送付することとされ、同条に基づき送付され

た死亡届は、市町村別及び年別に区分して２７年間保管することとされている（戸

籍法施行規則第４９条）。したがって、死亡届の保管は、戸籍法施行規則第４８条及



び第４９条により、本籍地を管轄する法務局若しくは地方法務局又はこれらの支局

で行っている。

また、死亡届には添付書類として死亡診断書又は死体検案書を添付することとさ

れているが、通常、死亡届と死亡診断書（死体を検案した医師が記入した場合は死

体検案書）が一体となった届出様式（Ａ３横）が使用されている。

（２）死亡届の記載事項

届出を行う内容は、「届出日」、「届出先市区町村」、「死亡者の氏名、性別、生年

月日」、「死亡年月日時分」、「死亡場所住所」、「死亡者の住民登録先住所とその世帯

主名」、「死亡者の本籍とその筆頭者氏名」、「死亡者の婚姻状況」、「死亡した時の世

帯の主な仕事と死亡者の職業や産業」、「届出人と死亡者の関係」、「届出人の現住所」、

「届出人の本籍地とその筆頭者の氏名」、「届出人の氏名、生年月日、住所」を記載

することとされており、具体的な記載例については、別紙１のとおりである。

３ 調査の実施手法等

本調査は、法務局等に保管している死亡届を確認するため、都道府県労働局から調

査に必要となる「石綿健康被害調査員」（以下「調査員」という。）を派遣し、死亡届

に記載されている中皮腫死亡者、届出人等の情報を把握、収集することにより実施す

る。具体的な調査実施手法等は以下のとおりである。

（１）調査実施期間

平成２４年８月から平成２４年１２月末までの５ヶ月とする。

ただし、調査対象となる死亡届の保管状況等により、上記期間終了前に調査を完

了した場合については、当該期間とする。

（２）調査対象となる死亡届

法務局等に保管されている死亡届のうち、平成７年から平成１７年までに届けら

れた死亡届を対象として、平成７年の死亡届から順次、当該死亡届の死亡原因欄に

中皮腫と記載されているか、中皮腫と記載された死亡届について届出人が死亡者の

遺族か等の確認を行い、該当する死亡届を対象とした調査を実施する。具体的な確

認事項は以下のとおりである。

ア 別紙１「死亡届」の「死亡診断書」中、「死亡の原因」欄における「直接死因（直

接死因の原因となった疾病も含む）」、「直接には死因に関係しないが、死亡原因

となった傷病の経過に影響を及ぼした傷病名等」の欄に「中皮腫」と記載されて

いるか。

イ 上記アの場合で、「死亡届」の「届出人」欄に記載されている届出人の属性のう



ち「同居の親族」、「同居していない親族」、「同居人」に該当するか。

（３）把握すべき情報

上記（２）のア及びイのいずれにも該当する死亡届を対象として、当該死亡届の

「死亡原因」欄に中皮腫と記載された死亡届に係る死亡者氏名、住所、届出人の氏

名、住所等の情報を収集することとし、具体的には以下の情報について収集を行う。

ア 死亡届を管轄する法務局等名

イ 死亡者情報

① 氏名（よみがなを含む）

② 生年月日

③ 死亡年月日

④ 死亡時の住所

ウ 届出人情報

① 氏名

② 住所

③ 死亡者との関係（同居の親族、非同居の親族、同居者）

エ 死亡診断書情報

① 死亡の原因

（ア）直接死因

（イ）間接死因

（ウ）直接死因に関係しないが、死亡原因となった傷病の経過に影響を及ぼした

傷病名

② 死亡診断書を作成した医療機関及び医師名（上記エの①の（ウ）に中皮腫と

記載している場合に限り記載）

（４）把握した情報の記録

ア 記録媒体

別添１「中皮腫死亡者に係る調査票」に上記（３）の事項を記載する形で記録

することを原則とする。

なお、調査実施の際、モバイルパソコンを持ち込むことにより、調査票様式の

電子媒体に直接記録しても差し支えない。

イ 調査対象となる死亡届については付箋を付けるとともに、原則として、当該調

査日の最後に複数人により、死亡届に記載された事項から調査票に転記した記録

に誤りがないか等の確認を行うこと。



（５）把握するための体制の整備

ア 調査員の確保

管内の法務局等における死亡届の保管枚数、保管状況を勘案の上、業務量に応

じた調査員の確保等を行うこと。

なお、法務局等の受入可能な作業スペース、日程等を踏まえつつ、調査実施期

間内に調査を完了することができるよう、必要な調査員を確保すること。

イ 法務局等との調整

本調査を円滑に実施するため、本調査の日程、作業場所の確保、派遣する調査

員の人数等について、法務局等と緊密な調整、連携を図ること。

なお、法務局等と日程等の調整等の事務補助を行うための、事務補助員を配置

する等により、本調査の適切な実施を図ること。

ウ 職員の帯同

死亡届の記載事項の情報収集を行うに当たり、原則として、都道府県労働局の

職員（労働基準監督署の職員を含む）が最低１名調査員に帯同し、法務局等にお

ける調査を実施すること。

（６）調査の進め方等について

ア 調査計画の策定について

本調査を実施するに当たっては、調査が必要となる法務局等との日程を事前に

調整し、必要となる訪問回数や調査員の確保等に配慮しながら、効率的な調査を

実施する必要がある。

このため、法務局等の協力を得て、調査実施月の前月までに調査対象期間に係

る調査計画を作成し、計画的な調査を実施するとともに、管内における調査完了

に必要となる総所要日数を勘案した効率的な計画を策定すること。

なお、当該調査計画は、調査対象の始期である平成 7 年の死亡届から順次調査

を行うよう策定し、調査を実施すること。また、本調査の進捗状況を踏まえ適宜

見直すことにより、対象となる調査が完了できるよう配慮すること。

イ 調査員等の役割分担

本調査の実施に当たっては、原則として、上記（２）、（３）については調査員

が主に担当する業務とし、上記（４）については帯同する労働局職員等が担当す

る業務とするが、調査を実施する法務局等の状況に応じて、適宜、効率的な調査

が実施できるよう、その役割分担について検討を行うこと。

なお、その場合でも、上記（４）の調査票等の保管、管理については、必ず帯

同する労働局職員等が実施すること。



なお、事務補助員が帯同する場合の業務については、調査員に準じて取扱うこ

と。

ウ 調査員に係る「勤務地等指定簿」の作成

本調査の実施に係る調査員の派遣に当たっては、別添２「勤務地等指定簿」を

作成し、各調査員に係る派遣日時、法務局等名、勤務従事時間、現任者確認等を

記載し管理すること。また、現任者確認欄については、帯同職員が調査員の各法

務局等への訪問状況を確認し、押印すること。

エ 調査員証の携行

本調査を実施する調査員に対しては、別添３「調査員証」を予め交付し、法務

局等の職員等からの求めに応じて提示できるよう、調査実施中は常に携行するこ

と。

（７）調査実施に係る留意事項

ア 本調査を実施するに当たり、確認を行う「死亡届」の記載事項については、秘

匿性の高い個人情報であること等から、以下の事項について特に留意すること。

① 死亡届の記載事項を転記した調査票等の散逸の防止

死亡届の記載事項を転記する調査票については、労働局職員等が常にその所

在が確認できる状況下で管理するとともに、最後に労働局職員等が取りまとめ

て持ち帰ること。

なお、持ち帰る際にも、調査票やモバイルパソコン等の紛失が発生しないよ

う特に留意するとともに、紛失しやすいＵＳＢメモリー等の記録媒体を使用し

ないこと。

② 調査票等の保管、管理の徹底

収集した調査票については、当該情報の流出等を防ぐため、施錠できる保管

場所において、労災補償課長又は労災補償課長が指定する補助者（以下「補助

者」という。）が自ら保管、管理すること。

なお、モバイルパソコンを持ち込むことにより、電子記録を行った場合につ

いても、情報流出等が発生しないよう、具体的な作業実施時を除いて、労災補

償課長又は補助者のみが保管、管理することとし、他の職員等が保有しないこ

と。また、保管方法については、上記紙媒体での保管に準じてその管理を徹底

すること。

イ 調査員に対する指導の徹底

① 情報流失、漏えい防止の徹底

調査の実施に当たって、本調査に携わる調査員に対して、調査実施方法等の



説明、研修を行う機会を捉え、当該情報の重要性等について十分な説明を行う

とともに、

（ア）死亡届などの関係書類の持ち出しの禁止

（イ）死亡届が保管されている冊子等から原則取り外さず調査すること

（ウ）死亡届以外の書類の閲覧等の禁止（死亡届が綴られている冊子に他の届出

が保管されている場合にも、本調査に関係ない書類であり閲覧等する必要は

ないことの徹底）

（エ）調査実施中は携帯電話など、記録できる機器等の使用禁止

等の基本的な事務処理について指導徹底し、情報の流出や漏えいが発生しな

いよう特に留意すること。

② 書類の取扱い

本調査を実施するに当たり、死亡届等の届出書類の取扱いにおいては、滅失、

汚損、毀損等がないよう、十分に留意すること。

③ 法務局等の事務室内での接遇

法務局等の事務室内での調査の実施に当たっては、事務室内での飲食等、禁

止事項や留意事項について予め法務局等とよく調整し把握した上で、事前に調

査員に対して指導徹底を図るとともに、法務局等が行う業務に支障が出ないよ

う特に配慮すること。

④ 調査員等に係る作業環境等の配慮

節電対策等により、空調設備を有する作業スペースを確保できない場合等に

ついては、作業スペースが高温となる期間等は調査を実施しないなど、調査員

等が従事する作業環境にできる限り配慮した調査を実施すること。

（８）調査結果のとりまとめ

ア 調査結果のとりまとめ

上記により収集した調査票については、別添４「中皮腫死亡者一覧表」の様式

によりとりまとめること。

イ 本省報告

上記①によりとりまとめた一覧表が完成した時点で直ちに報告することとし、

遅くとも平成２４年１２月２８日（金）までに本省労働基準局労災補償部補償課

業務係まで報告すること。

なお、当該期日までに報告できない事情が生じた場合には、随時、業務係まで

相談すること。



４ 収集した中皮腫死亡者に係る周知等の実施

（１）上記３の（８）により収集した情報について、本省補償課において既に労災保険

給付等の決定を受けているか否かを確認の上、中皮腫死亡者に係る遺族等に対して、

労災補償制度等に係る周知文、リーフレットを直接送付することにより、制度周知

及び請求勧奨を実施する。

（２）上記（１）の周知は、本調査が完了した局の報告に基づき順次実施することとし、

周知の始期を平成２４年１２月を目途としていることに留意すること。

（３）当該周知等により、石綿救済法に基づく特別遺族給付金の申請があった場合につ

いては、「石綿による疾病に係る労災保険給付及び特別遺族給付金の請求に至る契機

の把握について」（平成２１年４月２４日付け補償課長事務連絡）により、請求の契

機等を適切に把握するとともに、当該事務連絡に基づく本省報告の徹底を図ること。



記載例

																										（別紙１） ベッシ

		死亡届（記載例） シボウトド キサイ レイ







確認方法

		死亡届の確認方法について シボウトド カクニン ホウホウ





①死亡の原因欄に「中皮腫」と記載されているか確認（記載されていなければ②以降の作業は不要）

②届出人欄を確認し、「同居の親族、同居していない親族、同居人」にチェックされているか確認

③調査票に必要部分を転記
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別添１調査票

												（別添１） ベッテン

		中皮腫死亡者に係る調査票 チュウヒシュ シボウシャ カカ チョウサヒョウ



		【管轄】 カンカツ

		①労働局名 ロウドウキョク メイ

		②法務局等名 ホウムキョク トウ メイ



				【死亡者情報】 シボウシャ ジョウホウ

		（よみかた）

		③死亡者氏名 シボウシャ シメイ

		④生年月日 セイネン ガッピ

		⑤死亡日 シボウ

		⑥住所 ジュウショ



		【届出人情報】 トドケデニン ジョウホウ

		⑦届出人氏名 トドケデ ニン シメイ

		⑧住所 ジュウショ

		⑨死亡者との関係 シボウシャ カンケイ				同居の親族　・　非同居の親族　・　同居者 ドウキョ シンゾク ヒ ドウキョ シンゾク ドウキョシャ



		【死亡診断書情報】 シボウ シンダンショ ジョウホウ

		⑩死亡の原因 シボウ ゲンイン				直接死因： チョクセツ シイン

						間接死因： カンセツ シイン

		⑪直接死因に関係しないが、死因となった傷病の経過に影響を及ぼした傷病名

				死亡診断書を作成した医療機関及び医師名（⑪に中皮腫の記載がある場合のみ記載） シボウ シンダンショ サクセイ イリョウ キカン オヨ イシ メイ チュウヒシュ キサイ バアイ キサイ





（別添２）勤務地等指定簿

																		（別添２） ベッテン



		勤務地等指定簿 キンムチ トウ シテイ ボ										所属 ショゾク						調査員氏名 チョウサイン シメイ





		勤務日 キンム ニチ				勤務先 キンムサキ		勤務時間 キンム ジカン				本人印 ホンニン イン		勤務等確認欄 キンム トウ カクニン ラン				備考 ビコウ

														現任者印 ゲンニン シャ イン		確認印 カクニン イン

























（別添３）調査員証

												（別添３） ベッテン



				（表面） ヒョウメン

														第　　　号 ダイ ゴウ

				石綿健康被害調査員証 イシワタ ケンコウ ヒガイ







								氏名 シメイ		○○　○○





				　上記の者は石綿健康被害調査員であることを証明する ジョウキ シャ イシワタ ケンコウ ヒガイ チョウサイン ショウメイ

				　

				　　平成　　年　　月　　日 ヘイセイ ネン ツキ ニチ

										○○労働局長　　　　印 ロウドウ キョクチョウ イン





				（裏面） ウラメン



				（注　　　意） チュウ イ



				１．この証票は、調査のため法務局等を訪問するときは必ず携帯し、職員等からの請求があったときは、いつでも呈示しなければならない。 ショウヒョウ チョウサ ホウムキョク トウ ホウモン カナラ ケイタイ ショクイン トウ セイキュウ テイジ



				２．この証票は、他人に貸与し、または譲渡してはならない。 ショウヒョウ タニン タイヨ ジョウト

				３．この証票を紛失したとき、または記載事項に変更があったときは、ただちに発行者に届け出なければならない。 ショウヒョウ フンシツ キサイ ジコウ ヘンコウ ハッコウシャ トド デ



				４．この証票は、調査員を解嘱されたときは、ただちに発行者に返納しなければならない。 ショウヒョウ チョウサイン カイ ショク ハッコウシャ ヘンノウ



				５．この証票の有効期限は、発行日から平成　　年　　月　　日までとする。 ショウヒョウ ユウコウ キゲン ハッコウビ ヘイセイ ネン ガツ ニチ











（別添４）一覧表

																												（別添４） ベッテン

		中皮腫死亡者一覧表 チュウヒシュ シボウシャ イチランヒョウ

		ＮＯ		労働局名 ロウドウキョク メイ		法務局等名 ホウムキョク トウ メイ		死亡者情報 シボウシャ ジョウホウ								届出人情報 トドケデニン ジョウホウ						死亡診断書情報 シボウ シンダンショ ジョウホウ

								氏名 シメイ		よみかた		死亡日 シボウ ニチ		住所 ジュウショ		氏名 シメイ		住所 ジュウショ		死亡者との関係 シボウシャ カンケイ		直接死因 チョクセツ シイン		間接死因 カンセツ シイン		直接死因とは関係ないが、死因となった傷病の経過に影響を及ぼした傷病名 チョクセツ シイン カンケイ シイン ショウビョウ ケイカ エイキョウ オヨ ショウビョウ メイ		作成医療機関 サクセイ イリョウ キカン		医師氏名 イシ シメイ













































